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人迎施肥の血圧並びに末梢血液

像に及ぼす影響について

金沢大単医興部病理学敏室宮田研究室（主任宮田教授）

專前生 南　　　　外　　弘
　　＆）ご0んか0∬ゼηα鵬∫

　　（昭和30年9月23日受附）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1章緒

　　　　ジンゲイ
　此処で入迎というのは経穴学上の慣習に従う

もので，解剖学的には所謂頸動脈洞部に一致

する穴にして，文献を渉猟するとHaUer　u．

Traube（1743）44）は頸動脈毬を，　HeriD9（1924）

11）は頸動脈洞反射を確認し，爾来Jacobovici，

Nitzescu　u．　Pop（1929）23），　1」a、uwers（1931）3諸），

D乙mielopolu，　Savescu，　Steopoe　u．　Marcu（1931・

1932）2）3），Rjzzatti（1932）36），瀬尾・中山（194

3）45、，古賀（1943）31）等；の四四的な応用をみる．

最：近細野（1948・1949）17）1s），代田（1949～1952）

論

47）一49），影山（1952）25），『i方（1953）16）は人迎施

鍼を気管支喘息，高血圧虚弱に応用して治効の

あることを報告して以来，頸動脈毬手術の応用

される疾患は施鍼にても同様な効果が期待され

るに至り，人迎施鍼が如何なる科学的変化を現

わすか，殊に血圧並びに末梢．血液像に対し如何

なる影響を及ぼすものであるか，ここに人体並

びに家兎実験及び塁壁例について観察し広く諸

賢の御批判を仰ぐ次第である．

第2章家兎実験例
　　　　　　実験材料及び実験方法

　実験材料：栄養佳良発毛完全で外見上疾病を認めな

い一一定期令嗣養に馴れた成熟雌性家兎24頭を選び，実

験中は飼育その他環境を一定にするよう特に留意し

た．

　施鍼部位：：経穴学上人迎の穴と呼ばれる場所で，喉

頭隆起上縁の左右上外方において頸動脈榑動の：最も強

く触知される所，即ち総頸動脈が内・外頸動脈への分

岐部と思われる部位に一致している．

　使用鍼：1回施鍼例においては鍼身の全長3．9Cm，

太さ径0・19mm　3号銀鍼であり，1週間煎びに2週間

連続施鍼例においては稽ヒ細く鍼身の全長3・9Cm，太

さ径」0．16mm　2号銀鍼にして，これに夫々長さ1．8c瓜

の鍼柄を附し顕微鏡下で鍼尖の特に丁丁なものを選ん

だ．

　施鍼方法：被検家兎を固定器台下に三位で四肢を延

べて仰臥させ暫時その儘の位置で放置し安静となった

後に，予め毛を極めて呵寧に短く勇除した施鍼部位を

70％「アルコホール1を以て消毒し，「アルコホール」

の蒸発乾燥後，予め70％「アルコホール」を以て消毒

して置いた鍼を以て管鍼法により初め左側，次に右側

へと順次に施鍼した．刺入の深さは約1cmで深部にお

ける抵抗並びに槽動感により動脈壁に到蓬したと思わ

れる深さを以て限度とし，刺入の方向は稽ζ尉めに後

上方に向って刺入した．刺入時間は各20乃至30秒でこ

れに1回施鍼例においては各30秒闘の留置術を，1週

間亜びに2週間連続施鍼例においては各10秒間の軽雀

啄術を夫々附加した．i欠に対照として施鍼した部位は

大腿内面，鼠径靱幣の直下で大腿動脈搏動の最も強く

触知される処及び大腿外面中央部の左右両側で，使用

鍼亜びに施鍼方法は1回入迎施鍼例と略ヒ同檬である

が刺入の方向は垂直とした．　　　　　　　監
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　血圧測定方法：川口（1931）2昌），中島（1935）35），璽・

大僑・和田（1936）39）の記載するところに従い禧田・

川口式非観血的家兎血圧測定器を使用し，被検家兎の

耳殼中心動脈の同一部位において測定した．

　検：血方法：探血は耳翼より左右交互に行い，血球計

算にはThoma－Zeissの血球計算器を使用し，血液稀

釈液としては白血球用にはTurk仁心を，赤血球用と

してはHayem氏液を用い，白血球は10倍，赤血球は

200倍に夫々稀釈し，1cmln中の血球総数を計算した・

血色素量はSahli氏血色素計を使用した．白血球の百

分率はMay－Giemsa染色を施した血液塗抹標本につ

いて白血球200個を検：索し，覗野に現われる白血球は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
選択することなく観察した．

　以上の方法により先ず施上前一定期間血圧並びに血

液像を観察した後，唯1回の四十施鍼を12例に試み，

更に24時間目毎に1週間及び2週間連続して入迎施鍼

を各3例宛試みた．叉対照として大腿動脈及び大腿外

面中央部に唯1回各3例直下出し，施鍼後はいずれも

一定期間にわたり施鍼前と同檬な方法により血圧並び

に血液像を検した．

　　　　　　　　実　験　成　績

　第1，2，3，4，5表に記載した通りであ
る．

第1表　1回施壮時の家兎血圧　（軍位mmHg）

部　　位

家兎番号

施鍼前3日

　〃　2〃

　〃　　1〃

施鍼直前

人 迎

・23 P4151617181g122123［24
76

75

77・

72

78

79

77

74

76

77

76

74

74

73

74

76

78

79

74

78

72

75

76

74

76

75

74

78

73

75

76

75

72

74

75

74

71

73

75

73

75

78

82

84

75

対 照

大腿動脈訓大腿平群

・・国121・31・4・5

77

78

80

74

77

75

72

74

74

76

77

72

83

80

80

78

79

80

77

73

76

77

73

76

平判75177176i74｝77174［76【7517417317ri8・77i75｝7518・177176

施鍼直後
施鍼後30分

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

、　〃

1時間

2　〃

3　〃

6　〃

8　〃

】2　〃

18　〃

24　〃

30　〃

36　〃

42　〃

48　〃

72　〃

4日
5　〃

6　〃

7　〃

10　〃

14　〃

21　〃

68

64

63

62

62

61

61

62

65

66

68

70

73

73

71

73

72

72

73

75

74

73

70

67

65

65

64

64

63

64

64

66

69

72

74

72

71

73

75

73

75

76

77

77

75

74

72

70

67

68

69

69

70

72

74

73

75

74

73

72

73

72

74

77

76

73

71

71

69

68

65

64

63

63

64

68

70

7⊥

73

72

72

73

74

73

72

74

74

79

79

78

77

77

74

69

69

72
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73

73

76

77
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78

76
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77

77

76
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71

68

65
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65
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72
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74
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74

73

74

78
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76
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75
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70
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75

76
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78
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74

75
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74

72

74

74
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65

63
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65

71

76

75

75

76

74

74

72

74

73

71

69

72

74

78

76

78

80

75

78

73

73

73

71

70

77

78

84

84

81

79

79

81

78｝

78

77

79

79

80

78
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74

78

79

80
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76

80
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77

78

78
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74

72
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72
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73
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77
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77

76
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75

77
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76
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71
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73
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77
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74
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74
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79
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821

82

80

83

80

81

82

82

78

80

82

78

83

79

77

75

75

76

75

76

76

79

73

73

79

76

76

74

74

76

77

80

77

8】

79

76

76

76

75

74

77

75

74

74

77

75

74

75

77

74
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74

75

73

77

78

77
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入迎施鍼の血庄並びに末梢血液像に及ぼす影響について 2003

第2回忌1週間蓮続人迎施鍼時の

　　家兎血圧　（軍位mmH9）

家　兎　番　号

施鍼前3日
　〃　　　2　〃

　〃　　　1　〃

施　鍼　直　前

賢

第1日施心後1時聞

第2日施鍼直前

第3日施鍼直前

第4日施垂直前

回5日施鍼直前

第6日施鍼直前

第7日施鍼直前

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　〃　　3　〃

　〃　　6　〃

　〃　12　〃

　〃　18　〃

施心後1時聞

　〃　　3　〃

　〃　　6　〃

　〃　12　〃

　〃　18　〃

施心後1時間

　〃　　3　〃

　〃　　6　〃

　〃　12　〃

　〃　ユ8〃

施心後1時間

　〃　　3　〃

　〃　　6　〃

　〃　12　〃

　〃　18　〃

施心後1時聞
　〃　　3　〃’

　〃　　6　〃

　〃　12　〃

　〃　18　〃

磯回後1時聞
　〃　　3　〃

　〃　　6　〃

　〃　12　〃

　〃　18　〃

施鍼後1時間

　〃　　3　〃

16

75

74

76

77

76

76

72

69

67

70

73

70

69

66

67

68

72

69

69

66

67

68

71

66

65

64

66

67

67

64

64

64

65

67

70

66

64

64

66

68

68

65

64

17

75

73

77

76

75

18

74

72

74

76

74

76

74

71

71

72

73

69

69

68

68

68

70

68

67

67

70

71

70

65

64

64

65

66

67

65

64

63

65

66

68

65

64

64

65

66

67

64

64

1
75

68

66

64

72

73

71

70

66

65

69

72

66

64

63

65

68

69

66

63

62

65

67

68

64

64

63

64

68

70

67

65

63

65

68

68

66

65

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃　　6　〃

〃　12　〃

〃　18　〃

〃　24　〃

〃　30　〃

〃　36　〃

〃　42　〃

〃　48　〃

〃　60　〃

〃　72　〃

〃　4日
〃　　5　〃

〃　　6　〃

〃　　7　〃

〃　10　〃

〃　14　〃

〃　21　〃

〃　28　〃

〃　35　〃

〃　42　〃

64

64

67

69

73

70

71

70

72

73

72

74

72

76

77

76

73

74

76

78

63

65

66

69

71

70

72

74

74

73

73

76

72

77

72

74

78

77

77

74

63

63

66

70

74

71

72

76

72

72

73

72

75

72

73

77

73

73

76

74

第3表　2週間連続人迎施鍼時の

　　家兎血圧　（軍位mmHg）

家　兎　番　号

施鍼前3
　〃　　　2

　〃　　　1

施　鍼　直

日

〃

〃

前

李 均

第1日施鍼後1時聞
　〃　　　〃　　3　〃

　〃　　　〃　　6　〃

　〃　　　〃　12　〃

　〃　　　〃　18　〃

第2』日施鍼直前

　〃　施鍼後1時間

　〃　　　〃　　3　〃

　〃　　　〃　　6汐

　〃　　　〃　12　〃

　〃　　　〃　18　〃

第3日施鍼直前

　〃　施鍼後1時聞

　〃　　　〃　　3　〃

　〃　　　〃　　6　〃

　〃　　　〃　12　〃

19

75

74

72

76

74

76

72

69

66

70

74

70

69

66

68

69

72

69

67

65

67

20

71

69

71

73

71

73

69

64

65

64

67

66

62

60

61

63

64

61

60

58

60

21

72

75

71

72

73

71

70

67

67

67

69

67

66

65

66

68

69

65

65

65

68

【121】



2004

　〃　　〃　18〃

第4日施鍼直前
〃

〃

〃

〃

〃

施鍼後1時閥

　〃　　3〃

　〃　一6〃

　〃　12〃

　〃　18〃

第5日施鍼直前
〃

〃

〃

〃

〃

施鍼後1時間

　〃　　3〃

　〃　　6〃

　〃　12〃

　〃　18　〃

第6日施鍼直前
〃

〃

〃

〃

〃

施鍼後1時間

　〃　　3〃

　〃　　6　〃

　〃　12〃

　〃　18〃

第7日施鍼直前
〃

〃

〃

〃

〃

施鍼後1時間

　〃　　3〃

　〃　　6〃

　〃　12〃

　〃　18〃

第8日施鍼直前
〃

〃

〃

〃

〃

施鍼後1時間

　〃　　3〃

　〃　　6　〃

　〃　12〃

　〃　18〃

第9日施鍼直前
〃

〃

〃

〃

〃

施鍼後1時聞

　〃　　3〃

　〃　　6〃

　〃　12〃

　〃　18〃

第10日施鍼直前

〃

〃

〃

〃

〃

施鍼後1時間

　〃　　3〃

　〃　　6〃

　〃　12〃

　〃　18〃

第11日施鍼直前

　〃　施鍼後1時間

　〃　　〃　　3　〃

　〃　　〃　　6〃

　〃　　〃　12〃

69

72

68

64

63

65

67

66

64

63

64

66

66

69

66

63

63

67

61

61

59

59

58

58

60

61

59

58

58

59

60

60

59

58

58

60

68162
67

65

64

63

66

65

66

63

62

62

63

64

66

64

63

62

62

64

65

63

63

63

66

66

67

65

64

63

64

63

60

59

58

59

60

61

59

58

58

58

59

60

58

58

58

58

59

59

58

58

58

59

60

61

59

58

58

59

68

69

66

65

64

66

70

70

66

66

65

67

68

68

66

65

65

67

70

71

67

66

65

67

70

70

68

66

65

67

69

71

67

66

65

67

68

68

66

64

65

67

68

69

67

67

65

67

南

【122】

　〃　　〃　18〃

第12日施鍼直前

〃　施鍼後1時闇

〃　　　〃　　3〃

〃　　〃　　6〃

〃　　　〃　12　〃

〃　　〃　18〃

第13日施鍼直前

〃　施鍼後1時間

〃　　〃　　3〃

〃　　　〃　　6　〃

〃　　〃　12〃

〃　　〃　18〃

第14日施鍼直前
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

施鍼後1時間

〃　　3〃

〃　　6　〃

〃　12〃

〃　18〃

〃　24〃

〃　30〃

〃　36〃

〃　42〃

〃　48〃

〃　60〃

〃　72〃

〃　4日
〃　　5　〃

〃　　6〃

〃　　7〃

〃　10〃

〃　14〃

〃　21〃

〃　28〃

〃　35〃

〃　42〃

65

66

64

63

63

64

66

67

65

63

63

65

65

67

64

64

63

64

66

67

68

70

76

70

71

70

71

74

70

72

71

74

75

75

77

ρ76

1

60

62

59

58

58

58

60

63

58

58

58

59

61

62

58

59

58

58

60

62

63

62

66

64

67

70

71

72

70

71

73

75

70

70

73

74

70

70

68

66

65
6ブ

70

71

68

68

65

67

70

71

69

69

65

67

70

73

73

72

72

74

73

72

74

72

73

72

72

74

72

73

74

74



入迎施鍼の血圧並びに末梢血液像に及ぼす影響について 2005

第4表　1回入迎施鍼時の家兎血球数並びに血色素量

白血球数
家兎番号’ Q2i23124

赤血球数（万） 血色素量（％）

22123124122123！24
施鍼前3目
　〃　　1〃

施鍼直前

8800

10060

9800

8660

8300

9460

6600　606
8000　1　　597

8300［567
　ヒ

586

553

579

566

574

534

83

81

78

83

80

84

80

79

77

干　均9553【88・6…7633【59・15721558i8・i82178

施鍼後3時間

　〃　6〃
　〃一12〃

　〃　24〃
　〃　48〃
　〃　72〃
　〃　4日
、〃　5〃

　〃　7〃
　〃　10〃
　〃　14〃
　〃　21〃

ユ2530

12700

11400

10830

9500

10930

10030

102CO

9600

10400

8460

9900

9760

10200

10800

13600

10700

11230

9560

9360

9930

8030

9900

8600

9900

10400

11330

9560

8930

7830

64CO

7200

6500

6400

7300

6900

507

569

510

549

522

529

551

609

602
5ブ5

546

602

514

492

502

568

555

551

535

598

590

550

589

ε84

535

508

492

512

516

528

561

525

532

545

553

588

74

74

72

76

76

78

78

80

84

81

84

79

78

74

77

81

78

82

79

84

79

80

80

74

73

74

74

76

76

78

76

77

78

81

85i8・

第：5表　1回人迎施鍼時の家兎卒均核数並びに白．血球百分率

家兎
番号
性

体重

NO．22

　♀

2．Okg

経過時間

施鍼前3日
　〃　　1〃

施鍼直前

箏均

核数

2．39

2．36

2．38

白血球百分率　（観察白血球数200）

偶　好　酸　球
好

酸嚢
好1淋巴球

毒圏認圏難球球

軍

大1小1劉球
…：・3・512・…5i・・5i31・511・516・518・・：・9・5157・5

1：畢1：縄：lo65！1：1翠：1：羅：1

3．0

3．5伽

2．5

卒　均12・373・314・・：…51・・61・・3r3…11・・15・・［7・6153・・i6・・8t3・・

施鍼後3時聞

　〃　6〃
　〃　12〃
　〃　24〃
　〃　48〃
　〃　72〃

　〃　4日
　〃　5〃
　〃　7〃
　〃　10〃
　〃，　14〃

　〃　21〃

2．17

2．15

2．18

2．22

2．29

2．35

2．36

2．33

2．41

2．37

2．43

2・24
P7・5；2・・5i11・5【2・5

9．520．0ユ0．0　2．0

10．0

8．5

6．5

6．5

5．0

6．5

5．5

3．5

、4．0

30

　liillilli！li［。

、4．51g．53．510

　1　　1　　　　0．516．512．5　　2．O
　I13．516．5　2．0　　0
羅li：i閣；1；

0．543．5

ililii；i

38．0

34．0

36．5

38．5

30．0

29．0

33．0

30．0

06511：1：1：謝ll：1

。3．5｝4．。146．。15。．。

1：111：1嬉：！雛：

06．OI　7．548．556．。

・．倒3．・！8．547．5156．・

…14・5；8・・45・553・5

1：lll：ll：題無1

賜1：／l欝1

4。5

4．0

5．5

6．0

4．0

4．0

4．0

2．5

3．0

3．5

3．0

3．5
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N。．231両軸前3日

　♀

2．4kg

NO．24

　♀

2．5kg

　〃　　　1　〃

施　鍼　直　前

2．50

2．43

2．49

11i…iiliilil露馳：ii；lillililiili！；；i難i

均12・4713・・1・2・51…512・6i・・3；29・・1・・315・・［6・・155・816・・812・8

施鍼後3時附
〃　　6　〃

〃　　12〃

〃　　24　〃

〃　　48　〃

〃　　72〃

〃　　4日

〃　　5　〃

〃　　7〃

〃　　10　〃

〃　　14〃

〃　　21〃

施鍼前3日
　〃　　　1　〃

施　鍼　直　前．

2．3g14．0

2．21

2．24

2．20

2．30

2．37

2．37

2．52

2．46

2．53

2．48

2．51

17．0

7．0

7．5

6．5

3．0

6．0

3．5

2．0

2．0

1．0

2．5

畿1認
　　1
16．O114．5　1．0
20．51、。．52．0

、3．511、．。

　　i11．5
15．0

17・

P12・・

費：／1；：1

13．ol　9．0

11：ll器

3．0

1．51

　1
3．5

4．5

3．0

4．0

2．0，

0

0

0

0．5

0

0

0．5

0

0

0

0．5

11：ll。五

38．50．5

41・OhO
ll：li　l：1

39．0

33．5

29．0

28．0

30．0

2．5　0．527．0

・・5P2・5

2．35

2．31

2．30

0．5

1．5
1
2．0

｝：l

11・o

4．0

6．0

6．5

118。511．5

11．513．0

11．OlO．0

2．00．5

1．5　0

2．00．5

36．511．0

　　1
32．Oio．5

30．01．O
　　l

　　5．554．5脚60．O

　l　　l　　I
　　6．548．054．53．O

　l　　l　　l
　　5．044．549．56．0
　　　「　　1
3．0　7．044．051．0
4．57．5149．O156．5

　　　1　　［
　　6．554．561．02．0

　［　l　l
6．0　7．543．050．5
…　§！…　…i……　…｝……；…

畿lil：翻

2．0

3．5

3．5

6．0

5．0

7．5

52．0

56．5

55．0

58．0

6］．5

62．5

4．0

4．5

5．5

5．0

4．0

5．5

4．0

4．0

4．0

2．5

2．0

串．5

2．5

2．5

3．0

李
均12・3215・5113・6｝・1・51・・81・・3132・8i・・813・・16・1154・5；6・・612・6

施鍼後3時間
　〃

’　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

6　〃

12　〃

24　〃

48〃

72〃

4日
5〃
7　〃

10〃
14　〃

21〃

2．22

2．25

2．22

2．18

2．25

2．30

2．39

2。38

2．38

2．40

2．31

2．32

9．0

4．0

6．0

8．5

5．5

6．5

2．5

3．5

3．0

3．0

4．5

8．0

23．0

21．0

20．5

22．5

16．5

10．0

12．0

10．5

11．5

11．0

13．5

15．0

10．5

12．5

12．0

11．0

10．0

13．0

11．0

11．0

12．5

10．5

11．0

9．5

3．01．0

0．5　0

1．5　0

3．0　0

2．0　0

1．5　0

1．0　0

0．50．5

0．5　0

1．5　0

1．5　0

4．50．5

46．5

38．0

40．0

45．0

34．0

31．0

26．5

26．0

27．5

26．0

30．5

37．5

0．5

0

0

0

0

1．0

0．5

0．5

1．0

0．5

0．5

・・512・5P　　6．5140．5147．0
　　　1　1
il／ili｛ili；iili

3．515．5152．。157．5

3．。i V．51 T4．5162．。

4．。18．5｝ T6．。164．5

、．。1、、．5157．。168．5

3．。i8．5157．。165．5

3．517，。16。．0167．。

　l　i　l
5．013。048．061．0
3．・19．5i47．5i57．・

3．5

4．0

4．5

7．5

5．0

4．0

4．0

4．0

3．5

2．5

3．0

2．0

第3章人体実験例
　　　　　　実験材料及び実験方法

　実験材料：覗力障碍の他には自他覚的に何等支障を

認めない石川県立盲学校生徒15名（男13名，女2名），

その他外見上健康な男ユ名，計16名を選んだ．

　施鍼部位：施鍼した入迎の部位は細野（1948・1949）

17）18），代田（1949～1952）47）一d9）と同じく喉頭隆起上

縁の高さで胸鎮乳突筋の略ヒ前縁にあたり頸動脈搏動

の最も彊く触知される所で，総頸動脈が内。外頸動脈

へρ分岐部と思われる部位に一致する．

　使用鍼は家兎1回施鍼時に用いたものと同様であ
る．

　施鍼方法：被検：者を寝台上に背位で四肢を延べて仰

臥させ，小さな枕を被検者の項部に差し込み充分に頸

を伸ばして暫時その儘の位置に放置し安静となった後

に，家兎実験の場合と同襟な要領により右側より始め

更に左側において施鍼した．刺入中抵抗により鍼尖が

動脈壁に達したと思われた時，鍼より刺身を離して鍼

柄が頸動脈搏動と同時に振動することを確かめ，更に

【124】



人迎施鍼の血圧並びに末梢血液像に：及ぼす影響について 2007

被検：者に呼吸を一時停止して貰って振動の変らないこ

とを再確認した．刺入の深さは約1・5cmとし刺入の

方向は垂直とした．刺入時間は左右各20乃至30秒でこ

れに30秒間の留置術或いは10秒間の軽董啄術を附加し

た．なお1回施鍼例及び検：血例はすべて30秒間の留置

術を附加したものである．対照として二二した部位は

前腕前面下部の擁側において擁骨動脈搏動の最も旧く

触知される処で，使用鍼旧びに施鍼方法は1回人迎施

鍼例と略ζ丁丁である．

　血圧測定方法：被検：者を施十時と同様に仰臥させ安

静となった後，左側肘窩動脈において「タイコス」型

　　　　　　　　　　　　　　第6表 1回施料時の人血圧

血圧計を用い下記法にて測定した．

　検血方法：脂血は耳朶より左右交互に行い，検査事

項は家兎実験時と略ζ同檬である．

　以上の方法により先ず施寸前一定期間血圧並びに血

液像を観察した後，10名に留置術30秒間を附加した人

望施鍼を，次の3名に軽卒啄術10秒間を附加した入迎

丁丁を，残りの3名に対照施鍼を試み一定期間にわた

り血圧並びに血液像に及ぼす影響を観察した．施鍼回

数は1回のものより毎日1回宛3日間連続のもの迄種
，々行ってみた．

　　　　　　　　実　二成　績

　第6，7，8，9表に記載した通りである．

　　　（軍馬mmHg）

部 位

姓 名

性・年　　齢

血 圧

施鍼前3日
　〃　　　2　〃

　〃　　　1　〃

施　鍼　直　前

人 迎

広・鉄・1森・到辻・太・1坂・鉄・1 岡Oi秀○

δ・18才 δ・18才 8・25才 δ・14才 ＄・14才

最大巨益i最大1前幅1剥最大【副最大陶

110

108

62

60

116

120

70

76

124

130

74

80

110

1ユ4

112

106

78

80

78

72

ユ24

118

118

124

90

86

90

86

対　　照

岩○義○

δ・12才

駄1尉
102

106

98

100

60

60

58

60

均・・g1611・・81731・27レ71・1・77112・1881…159

施　鍼　直　後

施鍼後3時聞
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

6　〃

12　〃

24　〃

48　〃

3日
4　〃

5　〃

104

100

106

110

108

56

56

58

60

64

114

112

114

116

114

ユ18

116

70

62

64

68

68

70

70

西124

114

120

120

122

130

74

68

76

72

76

80

96

106

102

102

102

110

106

108

112

64

68

66

66

66

74

74

76

76

120

120

114

114

ユ24

ユ26

120

118

124

80

80

84

84

84

90

82

84

86

98158
96

96

98

100

104

98

102

108

58

58

60

60

62

58

60

64

第ク表　2日間蓮続施鍼時の人血圧（軍位mmHg）

部 位

手

姓 名

性・年　　齢

血 圧

施鍼前3日
　〃　　　2　〃

　〃　　　1　〃

施　鍼　直　前

人 迎

留　置　術　30秒

禧○　勇

δ・18才

最大1尉

118

110

68

62

越○笑○

？・20才

最大陳小

110

112

70

68

釜　啄　術　10　秒

山○健○

6・18才

最大陶
128

120

120

128

72

72

74

74

池○一〇三

♀・26才

最大陳小

126

128

120

120

72

76

76

78

対 照

留　置　術30秒

閣○　勇

δ・16才

副最小
1ユ0

110

108

108

64

60

56

58

石○直○

3・10才

最大t最小

80

90

48

50

9・158
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刻・・41651・・116gl・241731・23レ5i・・g15g186152

第1日　施鍼直後　104

”施鍼後3時間1108
〃　〃．6列110
〃　　〃　12〃1

第2日　施鍼直前　112

〃　　施鍼直後　110

〃施鍼後3時間1

〃　　〃　　6　〃　　114

〃　　〃　12　〃

”　　　〃　　24　〃　　　114

〃　　〃　48　〃

〃　　〃　3目　114

””4” hI10

62

56

56

66

64

64

66

60

68

106

112

110

108

108

108

110

112

110

60

70

62’

68

68

66

66

68

70

118

114

120

128

110

118

120

118

122

120

ユ22

70

70

70

72

70

70

70

72

72

74

74

114

112

110

110

112

106

78

66

70

64

78

70

118　　78

118　　72

116　　70

122　　70
124「78
　　1

108

114

114

110

108

106

66

62

56

56

60

58

86

86

86

94

88

90

88

86

82

82

84

48

50

50

50

46

50

48、

48

48

50

50

第8表　3日間蓮続人迎施鍼時の人血圧　（三位mmHg）

手 技

姓 名

性・年　　齢

血 圧

施事前3
　〃　　　2

　〃　　　1

施　鍼　直

日

〃

〃

前

回　　置　　術　　30　秒

荒○太○

δ・62才

剥最小
110

114

116

78

78

82

西○　進

δ・12才

最大陳小

山○成○

δ・26才

最大1最小

1QO

102

102

108

58112・

60

60

62

118

112

112

70

68

62

62

雀啄術10秒

横○弘○

8・14才

剥最小
120

122

118

120

72

82

72

8σ

均1・13「79｝・・3［6・1・15165112・176

第1日施鍼直後

第2日施鍼直前

第3日施鍼直前

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

施工後3時間

　〃　　6　〃

　〃　12　〃

施鍼直後

施鍼後3時間

　〃　　6　〃

　〃　12　〃

施鍼直後

施鍼後3時間

　〃　　6　〃

　〃　12　〃

　〃　24　〃

　〃　48　〃

　〃　3日
　〃　　4　〃

　〃　　5　〃

　〃　　7　〃

106

102

110

104

108

104

106

114

ユ12

110

108

114

110

76

74

80

74

78

76

74

78

80

80

78

80

78

102

88

96

88

90

88

88

92

102

100

96

94

58

58

60

60

．60

62

54

58

60

58

60

64

110

112

」12

98

112

110

102

106

112

116

114

96

98

116

60

68

60

62

70

62

60

68

68

68

68

58

60

66

118

118

112

112

112

106

106

108

110

114

110

110

108

110

112

80

64

80

64

70

66

64

66

78

76

70

74

70

76

64
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第9表 入迎施鍼時の人末梢血液像

姓名

性

年齢

広

O
鉄

0
8

18

才

森

○
温

a

18

才

辻
○
太
○

＄

25

才

福

O
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第4章臨

　　　　　　臨自信及び実験方法

　臨黙例は人体並びに家兎実験申偶々人迎施設を試み

た次の3例で，前記実験と同檬な諸項につき観察し

た．なお施鍼方法は入体実験例と：同様で30秒聞の留置

術を附加した，

【第1例】村○作○郎．♂，60歳，無職．

　〔病名〕高血圧症．　　・

て実験期間〕昭和27年7琢7日より7月20日まで，

軽恢二丁．

　〔家族i歴〕　i妻は健康．子供は生れない．

　〔既往歴〕　16年前全身不全麻痺：及び心頭檬運動を来

たし言語障碍を認めたが，自然に漸次歩行し得るよう

になった．

　〔現病歴〕　後頭部から後頸部にわたって時々頑固な

凝り症を来たし言語は澁引する．全身疲労し易く軽い

運動にも流汗を認める，食慾異常なく睡眠不良．便通

1日1回．尿回数1日8～10回．酒は好むが今は禁酒

を実行している．

引 例

　〔現症〕体格，栄養共に申等．第2大動脈音寸進．

血圧は最：大170，最・1・94（mmHg）体温36・0。C呼吸数

17（1分間）．脈搏数64（1分間）．その他著変を認めな

い．

　〔経過〕　毎日1回宛4日間両側の入西施鍼を行った

ところ，施鍼前に比し最大血圧は12％，最小血圧は7

％の下降を示し一般状態恢復に赴いたので鎌止した．

殊に第3回施鍼直後の血圧下降は著しく最大血圧は22

％；最小血圧は11％の下降を示した．

【第2例】　中〇三〇．3．67歳．傘製造業．

　〔病名〕高血圧症．

　〔実験期間〕　昭和27年7月14日置り7月25日まで．

軽恢中止．

　〔家族歴〕　妻，子供7人，何れも健康．

　〔既往歴〕　特記事項はない．

　〔現病歴〕　約5年前より歩行時特に階段叉は坂道を

登る際，膝関節部に画一を感じ全治しないままに作業

上の頁担が加わって歩行時大腿外側にも上面を訴える

【128】
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墜よろになった．睡眠，食慾共に普通．便通1日1～2

回．尿回数普通．嗜好品煙草．

　〔現症〕　体格大，栄養良好．第2大動脹昔尤進．血

圧は最：大166，最小100（mmHg）・体温36・7。C・呼吸

数：23（1分間）．脈搏数：86（1分闇）．脈搏は整なるも血

管壁稚ζ硬化．その他著変を認めない．

　〔経過〕毎日1回宛1週間蓮続に両側の人迎施鍼を

行ったところ，施鍼終了後5日目には施鍼前に比し最

大血圧は17％，最：小血圧は4％の下降をみ，一般状態

恢復に赴いたので申止した．施鍼前に比し最も血庄の

下降したのは最大血圧では第2回施鍼後1時間で21％

の下降，最小血圧では第5回施鍼直後で16％の下降で

あった，

【第3例】北○八○子．♀．40歳．農業．

　〔病名〕　バセドウ氏病．

　〔実験期聞〕　昭和27年10月1日及び4日・事故中止・

　〔家族歴〕　特記事項はない．

　〔既往歴〕約20年前肋骨カリエス」を罹患．

　〔現病歴〕約1週閻前より咳咳があって何となく苦

しい．心悸充進．発汗著明．

　〔現症〕　体格中等，栄養稽ヒ不良，甲状腺腫・喘息・

背部全面に軽度の乾性ラ苔．手指に微細な震頭．軽い

眼球突出．血圧は最大136，最小96（mmHg）・呼吸数

28（1分聞）．脈搏数104（1分聞）．脈搏不整．その他

著変を認めない．

　〔経過〕　3日間隔で2万人迎撃鍼を行ったところ，

施鍼前に比し最大血圧は12％，最小血圧は13％の下降

を示した．脈搏数は施鍼前の104から第1回施鍼後30

分には80，第2回施鍼直後は76に減少した．呼吸数は

施鍼前の28から第1回施鍼後30分には26，第2回施鍼

直後は22に減少した．

　　　　　　　　実　験　成　績

　第10表に記載した通りである．
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入迎施鍼の血圧並びに末梢血液像に及ぼす影響について 2013

第5章総括並びに考按

　上述の成績を通覧すると人迎施鍼により細野

（1948・1949）17）一18）が気管支喘息に，代田（1949

～1952）47）一49）が高血圧症において認めたと同様

血圧に相対的に下降するようである・藤井（192

7・1929）9）10）は家兎の胸腹部に小鬼気を：施し血

圧に影響を及ぼさないとし，木下（1941）27）は

健康人の二二突起後側凹二部（二二附近）に施

乱して著明な血圧の下降を認めた．Koch（1923・

1924）29）30），Hering（1925）12）13），記田（1937）8）

は頸動脈洞加圧試験により，滝野（1950）5りは

総頸動脈加圧除去試験により，叉Jacobovici，

Nitzescu　u．　PoP（1929）23）は頸動脈毬を，Hering

32）は洞二二経を夫々感応電気を以て刺戟しいずれ

も頸動脈洞反射による血圧の下降をみた．更に

DrUDer（1924・1925）4）5），　Heymans，．Bouckaert

et　Dautrebande（1931）14）15），輻田（1937）8）は頸

動脈洞部が血圧の他血液成分の感受体であるこ

とを明らかにした．かかる血圧の下降について

沖中等（1943）蛎は減圧祠軽が延髄より脊髄を

下行し腹部内臓，皮膚，筋肉の血管を拡張させ

るによるとし，幅田（1937）8）．大谷（1950）42）も

末梢血管の拡張を認めた．田村・木下（1942）52）

は健康人に施賦して血圧の下降を認め極めて僅

少ながら末梢血管の拡張が起るとし，更に高血

圧症に施鍼して本態的高血圧症，動脈硬化症に

基く高血圧症において相当の血圧下降を認め，

二二高血圧症に及ぼす影響は梢ミ劣るとした．

本丁林例も軽度の動脈硬化症を件う高血圧症と

考えられ，人二二鍼は相当有効であるように思

われる・二二鼠賊は細野（1948・1949）17）1s）の指

摘する如く頸動脹毬や洞祠軽や心機抑圧紳経に

直接的に且つ的確に触れていないものであり，

：二二反射以外の二二＝も同時に刺戟されることが

予想されるので，血圧の下降は鍼という機械的

刺戟による輩なる頸動脈洞反射の一事に帰せし

めてよいであろうか，：或いはそれ以外の特殊不

明な機転があるのであろうか，：或いは田村・木

下（1942）52）の指摘する如く傷害組織の吸牧に

より起ると思われる「ネクロホルモン」の作用

が加わるのであろうか，叉滝野（1937）50）が「眞

の鍼術は決して軍純な尖鋭物の刺入による影響

だけではないと張く主張するように，数ある鍼

術の手技中でも甚だ微：妙な極めて熟練堪能な経

験を要する本施鍼の影響であってみれば，これ

が機転については今後更に諸種：の実験を経：て決

定されるべきものであると信ずる．

　次に末梢血液像においては藤井（1927・1929）

9）10）が小児鍼に関する研究において，叉影山

U936）24）が皮膚鍼，皮下鍼，刺鍼の人血液に及

ぼす研究において観察したと同気に，白血球数

の増加並びに好中球或いは家兎においては偶好

酸球の亭均核数の左方移動を認め，これは白血

球百分率において好中球或いは・爲好酸球が増加

を示す時期に略ミー致し，白血球増加の主因は

好中球或いは儒好酸球の増加によるものと考え

，られる．白血球増加の機転について井上（1948・

1950）19）20》は物：理的刺戟が直；接造血臓器に作用

して起るものでなく，中枢示申経支配の下に肝臓

或いは脾臓内で二回忌にLeukopoetinが産出さ

れこれが液性伝達により直接造血臓器に作用す

るものであるとし，阿南（1938）1）も同様中枢紳

経支配下に肝臓より所謂：Neutrophi　Iinが分泌さ

れて骨髄を刺戟し白血球増加をみるものである

とした．水野・岡（1937）34）は皮膚鍼及び刺鍼

が健康体血液像に及ぼす影響を検して適量を施

すことにより血球及び血色素の増量をみるが，

白血球の増加は赤血球のそれより著明であると

し，影山（1936）24、は施鍼により赤血球数の僅

少な減少をみる場合とみない場合とがあり，白

血球数の増加する場合は多少にかかあらず赤血

球数の減少を常に件うと述べたが，白血球数増

加をみる本例においても赤血球数並びに血色素

量は著変を認めないか或いは相対的に軽度の減

少を示した．白血球百分率においては相対的に

好中球或いは儒好酸球は初期増加し48時間乃至

3日で旧に復し，淋巴球の百分率における増減
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は好中球：或いは儒好酸球のそれと相反的であ

る．輩球は増加を示すが好酸球は減少の傾向を

示し，好塩基球は著変を認めなかった．施鍼に

よる四球の増加は影山（1936）24），大島（1952）

41）も認めるところで，寺田（1952）53）54）は施鍼

により好中球及び軍記が増加し淋巴球が減少し

て血液像の変化はCortisone注射時と似ている

とし，鍼が祠｛経痛，「リウマチ」等；に効があるの

はCortisoneと同様な治効によるものだろうと

推論した．Cortisoneが好中球の檜加，淋巴球並

びに好酸球の減少を起すことはThorn（1950）

55），Quittner，　wald，　Sussman＆Antopo1（1951）

43），：Finch，　Crockett，　Ross＆：Bayles（195ユ〉⑤），

山口（1951）56），小林・山本・青木・西岡・小杉

（1951）28）等により証明されたが，山口（1951）『6）

はSelyeの適応症候群読に照してみると鍼灸の

ような非特異的療法は自力で自己の内から「ホ

ルモン」をうみ出してACTH乃至Cortisone

療法を行っているのではないかとし，ACTH

乃至CortisODe療法の効く疾患は亦非特異的療

法の対象になると述べた．今人迎施鍼が血液像

に対しCortisoneに似た作用のあることは寺田

（1952）53）54），山口（1951）5’5）と同檬その治効上

において極めて興味あることと考えられる．

　近来注目を惹く頸動脈毬露出により石橋（19

46）21）は白血球数，赤血球数及び血色素量が，

叉白血球種別においては湿球並びに好中球桿1伏

型が夫々軽度の増加を示し更に一時性の血犀上

昇をみるとし，山崎（1948）57）は白血球数の減

少，赤血球数及び血色素量の増加，好申球殊に

分葉核の増多，淋巴球及び好酸球の減少，叉血

圧の上昇を認めた・深町（1949）7）は頸動脈毬別

面を受けた者の血液像を観察して頸動脈毬に赤

血球数を増減する調節機能があり，これを起点

として脊髄より間脳に至る調節反射の求心性経

路を確認した．頸動脈毬の外科的応用にあたり

中山（1948）38）は毬捌出によってこそ適確な効

果が期待出来るとし，清水（1948）46）は毬捌出

よりも調圧祠軽の切断が治病の鍵であるとし

た．叉中山（1948）37）は毬捌出の効果は多く聞

接的に得られるもので根治治療でなくその適応

こそ大切であるとし，細野（1949）18）は重要：な

生理機能を有する本臓器の手術により治療しよ

うとする試みは出来得る限り廃止され出来「レ

ン1・ゲン治療や鍼灸的治療に侯つべきものであ

ると述べ，更に石川（1948）22＞は広汎性内分泌

学説より鍼灸術が頸動脈洞の問題に主動性をと

ってゆくことは非常に重要な内容をもつもので

あるとした．蓋し人迎の穴は古来経穴学上別名

面会叉は天五会と称しこの部で陽明胃経と小心

心経とが交り五臓の気の虚実を伺う処であると

され，甲乙経に従えば「鍼刺して四分を入る．

過って深ければ不幸にして人を殺す」とし且つ

禁灸穴とされている．古人が本施鍼によって偶

癸されるかもしれぬ脳貧血等の不慮の椿事を予

防するため極めて愼重な態度を以て臨んだのも

上述の成績から当然なことと思われる．

第6章結

　人影施鍼の血圧並びに末棺血液像に及ぼす影

響を，人体並びに家兎実験及び朗詠例より観察

して次の結論を得た．

　1．血圧は相対的に下降するようである。

　2．白血球数は相対的に増加した．

　3．赤血球数並びに血色素量は著変を認めな

いか或いは相対的に軽度の減少を示した．

　4．好中球或いは傭好酸球の平均出訴は相対

　　　論

的に左方移動を示した．

　5．白血球’百分率においては相対的に好中球

或いは儒好酸球は初期増加し48時聞乃至3日で

旧に復し，淋巴球の百分率における増減は好中

球或いは儒好酸球のそれと相反的である．湯浦

は増加を示すが，好酸球は減少の傾向を示し，

好塩基球は著変を認めなかった．
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15）Heyma温s，　C．，皿o悶ckaert，」．　et　Da瞼e－

bande，　L，：Au　sulet　du　mξcan…sme　de　l・

1）radycardie　provoqu6e　par工a　nicotine，　la　Iol）（§line，

1e　cyanure，　le　sulFure　de　sodium，　les　n量trites　et

la　morphine，　et　de　la　bradycardie　asphyxique，

Arch．　Internat．：Pharmacody11．　et　Thをr．，41，

26ユ，1931・　　玉6）平方龍男3鍼の一読実験

上より見た高血庄症に就いて．鍼の研究，5，69，

1953・　　　17）細野史郎3頸動脈穿刺に就い
て．自律沸新誌，1，1・2・3・4，1948・1949．

18）細野史郎3頸動版穿刺に就て．鍼灸月報，

32，1，1949・　　19）井上重利：白血球堰多
の発生機序（白血球動員論）．血液討議報告，1，

258，1948・　　20）井上重利：’再び白血球動

員論に就て．血液討議報告，3，61，1950・

21）石橋正興＝頸動脈腺摘出の七化管始動，血

圧亜に末梢血液像に及ぼす影響に関する研究．臨
躰と務究，23，52，1946．　　22）石川太刀雄

丸：鍼灸の病態生理（序）．自律紳経誌，ち1，
1948．　　　23）Jaco｝oviei，」。，　Nitzesc悶，互．

u．PoP，　A．：　Experimentelle　Untersuchungen

廿ber　die　I）hysiologie　der　CarotisdrUse　beim

Menschen，　Zeit．　ges．　Exp．　Med．，66，359，

1929・　　　24）影山儀之助：面面が入血液に
及ぼす影響に就て．十全会誌，4ち545・807・1244，

1936・　　　25）影山平之助3気管支喘息に対

する鍼灸療法．漢方，1，8，1952・　　　26）川

ロ浩：家兎血圧の保存的測定に就て．千葉医会

誌，3／293，1931・　　　27）木下和三郎：便
秘に対する鍼の影響〔附〕体温，脈搏，血圧に及ぼ

す鍼の影響，刺鍼の入体に及ぼす影響に而て，
Hospital，18，3（20）・4（21），1941．　28）小林

龍男・山本博信・青木光一。西岡寛・小杉秀雄：

Cortisoneによる「リウマチ療法に対する薬理学

的考察・最新医学，6，896，1951・　　　　29）
Koch，　E．：Klinische：Beobachttmgen　zum　Karo・

tisdruckversuch，　M遣nch．　Med．　Wochenschr．，

70，1316，1923．　　　30）K：och，　E．：　Ueber，

den　depressorischen　Gef査ssreflex　beim　Karo。

tisdruckversuche　am　Mensche恥MUnch．　Med．

Wochenschr．，71，704，1924．　　31）古賀秀

夫＝頸動脈腺部の外科。外科，7，809，1943．

　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

／／

・／

／

32）呉建・沖中重雄：自律示申経系，1950・
33）Lauwαs，　M．：：L，extirpation　du　corpuscule

carotid三en　dans　i6pi工epsie，　∫our．　de　Chir・，37，

686，1931．　　34）水野重元・岡集成：施鍼
が健康体血液像並に酸：塩基李衡に及ぼす影響に就

て．臨駄日本医学，6，1003，1937・　　35）中

島克三：　調圧帥経に関する実験的研究．東京医

会誌，49，909，1935・　　　36）中山恒明：　頸

動脈毬の外科に就いて．医学のあゆみ，4，185，

1947．　　　37）中山恒明：頸動脈琶（腺），19

48．　　　38）中山恒明：頸動脈毬の外科に就
いて．日本臨駄，6，473，1948・　　　39）貫丈

三郎・大山正・和田国三郎：家兎血圧実験法補
遺．千葉医会誌，14，2747，1936・　40）沖中重

雄・外笛名：迷走紳経に関する研究，第四報減

圧説経及び其の中枢部位の走行路に去て．医学と

生物学，4，34，1943．　　41）大島福造3画
面何赦効くか（病理学的研究の結果），鍼灸，14，

1952．　　42）大谷魚価：生理学提要，1950・
43）Qui伽er，　H．，　Wa亙d，：N．，　Sus£ma皿，　L

＆A夏、t⑳ol，　W．：The　E仔ect　oF　Massive
Doses　of　Cortisone　on　the　Peripheral　Blood＆

：Bone　M；ユrrow　of　the　Mouse，おlocd，6，513，

1951．　　　44）斎藤十六：頸動脈球および洞
謡曲，1949．　　　　45）瀬尾貞信・中山恒明：

頸動脈腺の外科．外科，7，162，1943・　　46）

清水源一郎：調圧磁心の臨躰的理論・日本藩論，
6，485，1948・　　　47）代田：文誌　：　i頸動脈洞

刺鍼の学理と実際，1949・　　　48）代田丈誌：

頸動脈洞刺鍼応用治験例．鍼灸論叢，1，10，19

51・2，1，1952・　　　49）代田：交誌：洞刺応

用治験，洞刺と血圧の調整．刀根山鍼灸会報，6，
4，　1952．　7，　5，　1952．　8，　2，　1952．　　　　　50）　ラ竜

野赤照：　治療学に及ぼす鍼灸の影響（一）（二）．

臨抹日本医学，6，エ2・188，1937・　　51）滝野

増市：人体自律帥経の病態生理，1950・

52）田村利雄・木下和三郎：臨劇的に観察せる
鍼の影響．兵庫医学，8，31，1942・　　53）寺

田：丈次郎：鍼は何故効くか（薬理学的研究の結

果）．鍼灸，14，　1952・　　　54）寺田丈次郎：

鍼はいきている．点字毎日，昭和27年6均23日．

55）Thorn，　W．：Hematologic　E仔ects　of　AC

TH＆Cortisone，：Blood　5，785，1950．　　56）

山口与市：適応症候群と臨駄．最新医学，6，

575，1951・　　57）山崎正志：頸動脈腺別出
の生物学的影響．長崎医会誌，23，66，1948・

／
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